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 パリ出身の化学者ラボアジェ（1743～1794）の化学理論を基にして、長英独自の発想によって水を構

成する元素について論じた化学書です。 

 内容は、物体は元素が集まってできると説き、水を分解すると「三原質（元素）となる 1 に曰く火原

（カロリー） 2 に曰く酸原（酸素） 3 に曰く水原（水素）是なり」とし、水は「清気（酸素ガス）燃気

（水素ガス）より出る」とラボアジェの実験結果を紹介しています。次に「清気（酸素ガス）」の性質に

ついて「夫れ清気の性は万物の焼るに当て其炎を出さしめまた物に和（化合）して酸（酸化物）となる是

を以て清気を加えて硫黄を焼くときは硫黄酸（二酸化硫黄）生す」と燃焼が酸素と結合して酸化物を生じ

ること、逆に酸化物から酸素ガスを抽出するなどの実験について説明しています。 

続いて、酸素が生物にとって欠かすことのできない物質であること、また、物が燃えるのは空気中に酸

素があるからだということを例証しています。 

長英は、日常生活の中にみられるごく当たり前と考えられ、見過ごされてきた事象について、自然科学

的な考察を加え、またいくつかの実験方法を提示しながら、因果の法則によって説明できることを立証

しようとしました。 
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